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我h
が
外
国の
学
問や
学
界の
事
情を
知ろ
うと

する
場
合に
は、
主

とし
て
著
書や
雑
誌論
文を
読
むこ
とに
よっ
て
目
的を
達し
よ
うと

す

る 。
人に
よっ
て
は
個人
的な
文通
を
も
利用
する 。
併し
私は
世間
米
中

その
機
会を
最
も
有
効に
利用
する
ため
に 、
日
本に
居て
は
出
来ない

方法を
極力
利
用
する
よ
うに

努め
た 。
即
ち
学
会や
講
義に
出
来る
だ

け
出
席し 、
出
来る
だ
け
多
くの
学
者と
会見
図
説
する
よ
うに
し
た 。

一
方ミシ
ガ
y
大
学に
約一
年三ヶ
月 、
ジョ
y
ズ
ホ
プ
キY
ズ
大
学に

約
半
年
滞
在し
た
こ
とは 、
私に
とっ
て
非
常に
有利で
あっ
た 。
また

多
くの
大
学
や
図
番館を
訪れ
その
施
設を
視
察す
る
こ
と
がで
きたの

もよ
かっ
た ，
この
よ
うに
し
て 、
日
本に
居て
は
わ
から
なかっ
た
多

くの
点を
明
かに
する
こ
と
がで
きた
と
思
う 。
そ
れらの
う
ちの一一一一一

の
点につ
い
て
こ
こに
簡
単に
述べ
る
こ
と
に
し
よ
う 。

ア
メ
リ
カ
の
大
学
といっ
て
も勿
論一
概に一=一回
うこ
とは
で
きない 。

ハ
1
グ
1
ド

大
学
やシ
カプ
大
学の
よ
うにヨ
1ロ
Vパ

風を
と
りい
れ

よ
うとし
て
い
る
もの
も
らる 。
併し
拳なこ
とに 、
私が
暫〈
教
鞭を

と
る
こ
との
で
きたミシ
ガ
ン
大
学は
典
型
的なア
メ
リ
カ
風の
而
も
最

も
大
きな
州立
大
学の一
つ
で
あっ
た 。
こ
こ
で
私の
感じた
こ
とは 、

服

四

良E

音E

そ
れ
が
私の
知っ
てい
る日
本の
大
学
と
非
常に
違っ
てい
るこ
とで
あ

る 。
ま
ず
第一
に 、
教
師の
義務は
教
える
こ
とで
あり 、
研
究はゴ
ル

フ
や
玉
突
きと
同
様
個人
的な趣
味の一
っ
と
見
倣さ
れる 。
講
義ハ
授

業ぱ
は
教
師の
持っ
てい
る
最高
最
新の
知
識を
披
湿
する
と
とで
は
な

くて 、
学
生を
教
える
こ
とで
るる 。
授業は
教
科
書に
よる
こ
と
が
多

く 、
大
学
向
きの
教
科
書が
非
常に
発達してい
る 。
学
生は
そ
れらの

教
科
書の
何
頁から
何
頁までをいつ
まで
に
読んで
来る
よ
うに
とい

う
夙に
盛んに
宿題を
出さ
れる 。
而
もそ
れらの
教
科
書がア
メ
リ
カ

製の
もの
で
あ
る
こ
と
が
注意を
ひ
く 。
その
上
約四ヶ
月より
成る一

学
期ハ
夏学
期は
約ごヶ
月U
の
中に二
回乃至三
回の
試
験を
行
う 。

教
室で
はデイス
カγ
ショ
ν
と
称して
学
生が
自
由に
質
問する 。
先

生
が
話し
て
い
る
まっ
最
中に
手を
挙
げて
質
問するこ
と
が
許さ
れて

い
る 。
学
生は
授業中に
は
非
常に
黙心
に
傾聴し 、
別の
本を
読ん
だ

り 、
む
だ
話を
し
た
り
する
者は
ほ
と
ん
ど
ない 。
試
験で
良い
成
績を

と
る
こ
とに
は
極め
て
熱心
で
あり 、
宿題は
ま
じめ
に
勉強
する 。
し

かし
教
科
書や
教
師の
指定
する
書
物以
外の
読
者を
するこ
とは 、
験

前の
東大
生
な
どと
較べ
て
非
常に
少い
よ
うに
見か
けた 。
こ
とに
学
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部
在学
生は
教
科
書以
外の
本は
ほ
と
ん
ど

持た
ない
者が
多い 。
外
国

語の
習
得
も不
拙閉山心
で
大
学
院の
学
生で
も ド
イツ
語やフ
ラy
ス
語の

読め
ない
者が
多い。
ミシ
ガ
γ
大
学
で
はスベ
イゾ諸問の
授業に
出る

者が
多い
よ
うで
あっ
た
が 、
そ
れは
単
位がと
り
易い
から
だと
公
言

してい
る
学
生
が
あっ
た 。
大
学を
卒
業
するの
は
良い
験
禁地
位を
得

る
ため
で 、
大
学
院に
在学
する
学
生の
大
部
分
もそ
れ
が
最大の
目
的

で
あ
る 。

師
弟
関
係は日
本の
よ
うに
上
下
関
係で
は
なくて 、
個
人として
は

平
等で
ある
け
れ
ど
も 、
右の
よ
う
な
教
授法で
ある
から 、
先生の
説

が
良い
と
な
れ
ば
非
常に
忠
実に 、
生
徒逮に
受けつ
が
れ
る 。
むし
ろ

日
本の
方が 、
好んで
ハ
時に
は
不
必
要にV
具を
唱
えよ
うと

する
者

が
あ
るの
で
は
ない
かと
思う 。
た
と
えば 、
ミシ
ガ
シ
大
学の
英語学

の
主
任
教
授フ
リー
ズハ吋耳目る
博士の
英語教
授法
は
非
常に
勢力
が

あり 、
教
授の
弟子
遼に
は
その
忠
実な
漫
奉者が
数
多く
見
出さ
れ
る

との
こ
とで
あっ
た 。
私
も一
九五一
年の
夏 、
ミシ
ガ
Y
大
学の
英語

講
習
所の
授業に
出
席して
その
点を
痛
感し
た 。
また
音
声学
言
語学

のパ
イク
QMrev
助
教
授の
講
義に
出て
見 、
その
助
手の
音
声学
訓

練に
も
出
席し
た
が 、
その
人はパ
イク
の
音
声学以
外の
何
もの
も
知

ら
ない
代り
に 、
その
訓
練
法の
極め
て
忠
実な
実
行
者で
ある
こ
とを

知っ
た 。

ア
メ

リカ
の
言
語学
界に
お
け
る
前イェ
1ル

大
学
言
語学
教
授 。フ
ル

ー
今
ィー

ル
ドハ
E
gE2色白〉
の
著
書
「
言語間」
9
8四
E冊。)
の
影

響
力は 、日
本に
い
て
著
書論
文を
通
じて
知る
よ
りは

遥かに
大
きい 。

一
九五一
年の
ミシ
ガ
ν
大
学の
夏学
期に 、
コ
1
ネル
大
学
言語学
教

授モ
ウル
ト
ゾ
ハ毛-
C・
冨CC】8
5
湾士の
言
語学概
論の
授
業に
出

た
が、
プル
ー
今
ィー

ル
ドの
「雪
塁間」
及
び
氏の
同
僚の
ホ
1ル

ハ切-
kp・
同三σ
教
授の
著
書を
教
科
書として
使い 、
その
何
掌を
何曜

日
まで
に
読んで
来るよ
うに
と
言っ
て
課し 、
主としてプル
ー
今

ィー
ル
ド

に
よ
りつつ
実
例を追・加して
講
義を
進め
るの
で
あっ
た 。

一
九五
O
年の
ミシ
ガ
Y
大
学の
夏学
期に
はイェ
1ル

大
学
言誇学
教

授 .フロ
ッ
クハ回・
E00
5
博士の
言誇
分
析法の
講
義に
出た
が、
全

〈プ
ル
ー
今
ィール
ドの

学
説を
もと
として 、
そ
れを
更に
発
展さ

せ
た
と
氏の
考
える
説を
述べ
ら
れるの
で
あっ
た 。
驚い
た
こ
とに
は

プル
ー
今ィー
ル
ドのメ
カニ
ズム
学
説が
極め
て
忠
実に
繰返さ
れ

たこ
とで
ある 。
ア
メ

リカ
中の
大
学に
お
け
る
言
語学の
講
義を
調-べ

て
見たらプ
ル
ー
今ィー
ル
ドの

著
書が
圧
倒
的に
使用さ
れてい
る

の
で
は
ない
かと
想
像さ
れ
る 。
如
何
なる
言語学の
会
合で
もプル
ー

今
ィ
ー

ル
ドの

名が口
に
さ
れ
ない
こ
とは
ない 。
而
もそ
れ
が
深い

尊
敬の
音
調を以て
人身
の
口
から
発せ
ら
れ
るよ
うに

感じ
た 。

この
よ
うに
し
てア
メ

リカ
の
言語学
界で
は、
プル
ー
今
ィ
ー

ル

ドの
メ
カニ
ズ
ム
学
説が
未
だに
大
きな
努力を
持っ
て
居り 、
具
体
的

な
学
派とい
う
もの
で
は
ない
とし
て
も 、
プロ
V
グ
やトレ
イガ
1

ハQ-
F・
凶42問。ュ
等を
中心
に
有力
な
多
数
派を
形
成してい
ると
思わ

れ
ゐ 。
戦
時
中と
かに
は
意
味の
研
究を
言
語
学から
除
外せ
よ
とさ
え

主
張
する
者
が
あっ
たとい
う 。

現
在で
は
余
程
譲
歩し
たの
だとい
う

が 、
そ
れで
もまだ
速い
将
来に
おい
て
意
味を考
慮に
入
れ
ずに
言
語
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学
的研
究の
出
来る
時
代が
来るこ
とを
夢
見て
い
る
者
が
ある
二
方 、

この一
派とは
多
少
対
立して
意
味の
研
究の
必
要を
認め
る
前述のフ

リー
ズ
教
授に
し
て
も 、
プル
ー
今
ィ
ー

ル
ドの

影響を
大い
に
受け

て
い
る 。
要
するにア
メ

リ
カ
言語
学
界におい
て
はブ
ル
ー
今
ィー

ル
ドの「

言語」が
聖
書の
よ
うな

役割を
演じて
い
る
と
さ
え
言っ
て
も

過
言ぞ
は
ないの
で
は
ない
かと
思わ
れる 。
プ
ル
ー
今
ィ
ー

ル
ドの

この
著
書が、
言語学
研
究法
史
上
劃
期
的な
もの
で
るっ
た
こ
とは
認

め
る。
併し
そ
れは
連
山の
中の一
峯に
す
ぎ
ない
と
も
言えよ
う 。
ま

た
その
内
容に
対して
は
色々
な
疑
点
もある 。
プ
ル
1
ム7
d
l

ル
ド

を
克
明に
研
究
する
こ
とは
大
切で
ある 。
し
かし
そ
れに
止
まる
こ
と

そ
れ
以
外の
学
説を
研
究し
ない
こ
とは
危
険で
ある 。

ア
メ

リ
カ
は
幸福
な
国で
ある 。
日
本の
よ
うな
貧
乏国に
は
外
国の

一
流の
言語学
者
が
涜れて
来て、
市
も日
本
語で
講
演や
講
義を
し
た

内
著
述し
た
りして

呉れる
こ
と
が
ない 。
所
がア
メ

リカ
で
はヤコ
プ

ソ
ン
やシェ
ピwr
ツア
ー

やマ
ル
テイ
ネー
の
よ
う
な
学
者
が
大
学
教
授

として
定
住
し 、
英語で
講
義講
演を
し
諭
著を
発
表して
い
るV
こ
れ

らの
人々
を
真の
意
味で
学
問的に
抱
容
するこ
と
がで
きた
ら 、
ア
メ

リカ
言語学に
とっ
て
ど
れ-は
ど
有
利か
も知
れ
ない
と
恩わ
れ
るの
に

こ
れ
らの
人々
は 、
接
出し
大
闘の
よ
う
な
位
置に
ある
よ
うに

感ぜ
ら

れ
る 。
或
学
者
が
私に
洩ら
さ
れた
こ
と
だ
が 、
講
演
な
どで
口
を
すっ

ば
くし
て
或
学
説を
とい
て
も全
然
受
付け
ない
でおい
て 、
数
年
後自

国の
学
者
が
同
じ
よ
う
な
説を
発
表
する
と
学
界
全
体が
問
題に
する
と

い
う

傾向さ
えある
とい
う 。
ヤコ
プ
ソ
ゾ
教
授の
弟
子で
ある
若い
ア

. 

メ
リ
カの
言語学
者
がヨ
1ロ
γパ

的術革聞を
用い
たら
右
述の
ホ1
ル

数
授か
ら
「
非ア
メ

リカ
的」
だ
との
非
難を
受けた
と 、
ヤコ
プ
ソ
γ

教
授が
書い
て
居
ら
れ
る
が 、
この
よ
うな
国粋
的な
傾向はア
メ

リ
カ

言
語学に
とっ
て
誠に
惜し
むべ
きこ
と
と
思う 。
虚心
坦
懐、
外
国
人

の
説を
傾聴し
た
ら 、
国家の
富強に
支
持さ
れ 、
多
数の
人
材を
擁
す

るア
メ

リ
カ
言
語学は
更に
更に
速か
な芭
しい
発達を
と
げるで
あろ

うと
思わ
れる 。

なお 、
ア
メ

リカ
の
学
生を
教
えて
感心
し
た
こ
どは 、
知ら
ない
こ

と
も
辱じて
口
を
閉じて
い
る
とい
うこ
と
な
く 、
自
由に
質
問する
こ

と
と 、
人
が
わ
かっ
て
了可
て
もそん
なこ
とに
は
頓箸な
く 、
自
分が

わ
かる
ま
で
質
閉じ
考
える
こ
とで
ゆめる 。
また
自
分の
懐く
疑
問を
人

人の
前に
-公
開
する
こ
とを
恥とせ
ず、
討
論に
附するの
を
僚ら
ない

こ
と
だ 。
日
本の
学
生に
は、
周囲の
様子を
見て 、
自
分
が
ま
だ
わか

ら
ない
の
に 、
わ
かっ
た
よ
う
な
顔を
する
者
が
あるの
で
は
なか
ろ
う

か 。
一
対一
で
対して
居る
時は
遠
慮
な
く
質
問して
お
きながら、
人

人の
前で
は
あまり
質
同し
ない
とい
うよ
うた
学
生
もありは
し
ない

か 。
学
問は
見栄の
ために
するの
で
は
ない 。
真理の
探
求が
目
的で

ある 。
論
者に
して
も 、
虚勢を
張る
よ
うな

傾向は 、
日
本の
方が
多

少余
計に
あ'るの
で
は
ない
か 。
よ
く
知ら
ない
こ
とを
孫知Lてい
る

かの
よ
うに
書〈
傾向 、
人
から
聞い
た
と
とを
自
分の
考
えの
よ
うに

書く
傾向は
日
本
人の
方が
余
計らるの
で
は
ない
か 。
日
米
人の
この

よ
うな

差
異は、
小
さい
こ
との
よ
うに

見
える
か
も知れ
ない
が、
民

談会
休として
は
大
きな
カの
相違に
なるの
では
ない
かと
思う 。
ア
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メリ
カ
言語学
が、
前
述の
よ
う
な
傾向が
あるに
も
拘ら
ず 、
ひ
どい

横
道に
そ
れ
る
こ
と
もな
く

概して
着々
と
発達して
行くの
は、
各
個

人が
能力に
応
じて
納
得が
行く
まで
合運
的に
考
え 、
知っ
た
か
ぶ
り

を
する
こ
と
が
少ない
とい
う

社
会習
慣が、
一
つ
の
大
きい
原
動
力
と

なっ
て
い
る
と
思う 。
その
外に
も 、
勿
論欧
州の
科
学の
成
果その
も

の
を
受
納
れるの
に、
日
本よ
り
も
謡か
に
有利な
地位に
ある
点
も
指

摘し
な
け
れ
ば
なら
ない 。

ア
メ
リ
カ
で
も
権
威者を
盲
目
的に
崇
拝
する
傾向は
勿
論
ある 。
蓋

し
之は
人
類社
会に
は
た
ら
く一

般法
則
的
群
衆心
理
で
あろ
う 。
し
か

し
日
本の
に
比
較する
と 、
その
学
者の
地
位よ
り
も 、
その
学
識
能力

に
余
計
注意が
集
中
する
よ
うに

思
う 。
人に
追
随
するの
ならば
学
識

能力に
対し
て
な
す
方が
学
問の
進
歩に
とっ
て
は
好ましい
と
思う 。

一
方、
こ
れは
元から
あっ
た
と
とで
は
あるが、
獄
後殊に、
各
人が

自
己の
学
問に
盲
目
的な
自
信を
持つ
傾向が、
日
本で
も
見
掛けら
れ

る
と
思う 。
人
聞は
自
信の
動
物で
ある
と
も
言
えよ
うから 、

之は
無

理
から
ぬこ
と
だが、
その
自
信に
は
客
観
的な
合理
的な
裏
附けが
必

要で
ある 。
他
人の
学
説を
十
分理
解
する
よ
うに

努力し 、
自
己の
説

と
-公
平に
比
較し
た
上での
自
信で
な
くて
は
なら
ない 。
ア
メ
リ
カ
人

も
中身
自
信が
強い
が、
少な
く
と
も学
問に
関
する
限りで
は、
日
本

人よ
り
も
多
少
客
観
的で
あり
合理
的で
ある
よ
うに

私は
思う 。

最
後に
研
究
発
表
会につ
い
て一一貫し
たい 。
こ
れに
は
z
g
z
s

gロ
5
5
釜食
討
論
会)
や
E
g
gzg
o討
論
講
演
会〉
の

よ
うに一

時
間
巧歪
数
時
間に一旦
る
講
演の
後に
討
論の
行わ
れ
る
もの

もある
が、
十
分
乃至二
十
分の
講
演の
後に五
分ほ
どの
討
論の
行わ

れる
ハ
全
国
的なV
大
会もある 。
ア
メ
リ
カ
言語学
会で
は
後者を
年

に
ご
回
聞く
が、
或アメリ
カの
友
人が
調
刺
的に
言っ
てい
た
よ
うに

この
種の
大
会は、
一 、
ど
ん
な
顔をし
て
発音
する
かを
皆に
見て
貰

うこ
と 、一一、
大
学
等にお
ける
地
位の
取
引が
行わ
れ、
就職の
機会

を
作る、一ニ、
友
人と
会っ
た
り
知
人を
作っ
た
り
する 、
こ
と
が
主た

る
目
的で
ある
傾向が
ある 。
国白い
発
表
もらる
こ
とは
ある
が、
時

聞が
短い
から
大
きな
重
要な
問
題は
諭ぜ
ら
れ
ない 。
し
かじ
之で大

会は
結
構大切
な
社
会的学
問的
役割色
演じてい
るの
だ 。
種h
の
国

際学
術
会
議に
して
もこ
うい
う

傾向が
あるで
あろ
う 。

研
究
発
表を

ま
じめ
に
重ん
ずる
日
本
人の
目
からは
変に
見
える
か
も
知れ
ない

が、
何で
も
外
国の
事
物を
日
本
的
枠の
み
から
眺め
たの
で
は、
こ
れ

を
正
し
く理

解する
こ
と
が
出
来
難い
で
あろ
う 。
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